
小特集 最近の音声入出力技術

+S6110音声応答装置
JS6110AudioResponsesystem

JS6110音声応答装置は,電話機の操作によりコンピュータを多くの人が簡便に使

用できるシステムを提供している｡近年音声応答システムの普及に伴い,銀行業務

の各種サービスに利用されるようになり,無限の音声の発生,記矧隼のある応答出

力の要求が急激に高まりつつある｡これらの要求に対処するた･め,固定音声は従来

方式で発声し,人名などの固有名詞を片仮名入力により,抑揚のついた発声ができ

る純粋合成方式を組み合わせた複合形音声応答装置,及び日本電信電話公社から発

売されたデータテレホンへの印字制御を行なうデータテレホン接続装置を開発した｡

この論文では,新しく開発した上述の音声応答装置の特長,構成,ソフトウェア

などについて述べる｡

q 緒 言

JS6110音声応答装置の特長は,音声応答装置を公衆電話綱

とコンピュータネットワークの中間のセンタに設置し,1台

の音声応答装置を複数銀行で各種サービスに共用させること

である0 このように,1台の音声応答装置を各種サービスに

共用させると応答音声の種類が多くなり,従来の録音されて

いる音声パラメータを組み合わせ合成する方式の編集合成方

式で,すべての応答音声を出力することは不可能となる｡こ

の間題の解決には,一定の音声素片をもつことにより無限の

音声を発生することの可能な純粋合成方式が必要となる｡JS

6110音声応答装置は,応答音声のうち固定音声を編集合成方

式で発声し,かつ人名などの固有名詞を純粋合成方式で発声

させる複合形音声応答装置を実現した｡

更に,記録性のある応答出力の要求に対しては,日本電信

電話公社が昭和55年度から発売を開始した印字機能をもった

データテレホンへの印字制御を行なうデータテレホン接続装

置を開発し･記録の残る応答出力が得られるようにした｡こ

れらの出力装置の実現により,各種サービスに共用できるセ

ンタ設置形音声応答装置を実現した｡

この論文では,上述の音声応答装置の特長,構成及び本装

置を使用した銀行業務のサービス仕様,更に各種サービスヘ

の拡張性のあるソフトウエアの特長について,その概要を述

べる｡
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同+S6t川音声応答装置の特徴

図1に,JS6110音声応答装置を使用した共同利用音声照会

通知システムの構成を示す｡音声照会通知システムはJS6110

音声応答装置とリレーコンピュータである音声応答制御装置か

ら構成される0音声応答制御装置はデータ伝送回線を経て複

数の銀行ホストコンピュータと接続され,顧客とは各銀行ご

とに代表番号が与えられ,電話交換網を介して接続される｡

例えば,1銀行当たりの電話回線数を16回線とすると,8銀

行のサービスが1台の音声応答装置で可能となる｡

表lに,銀行業務でのサービス業務の種類を示す｡銀行サ

ービスは顧客ごとの預金口座への振込入金などを音声照会通

知システムから顧客へ電話をかけて連絡する通知業務と,顧

客自身から音声照会通知システムへ電話をかけ自身の預金口座

の残高などを教えてもらう照会業務に大別される｡

図2に,銀行業務での主サービスである取引通知サービス

の情報の流れを示す｡顧客の電話番号及び通知情報は,顧客

が加入している銀行のホストコンピュータから音声応答制御

装置を経て音声応答装置へ送られてくる｡音声応答装置は顧

客へ電話をかけ,顧客が送受話器を上げることを確認した後,

通知情報を音声で出力する｡音声応答装置からの音声出力メ

ッセ‾ジの例を図3に示す｡出力音声のうち二重線のついて

いない音声が,録音されている音声パラメータから編集合成さ

れた音声であり,二重線のついた人名が,片仮名の文字から
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図l共同利用音声照会通知システムの構成
書声照会通知システムは･電話交換網と銀行ホストコンピュータの間に位置し.複数銀行のサービスを行

なう｡
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表l サービス業務 サービスの概要と情報入出力方法を示す｡

業 務 名 対象端末
情報入出力方法

起呼形式 サービス概要
入 力 出 力

取引通知 プッシュホン

データテレホン

回転タイヤル

電話機

押しボタン

入力

〔PB(プッ

シュボタン)

信号〕

押しボタン

入力

(PB信号)

磁気カード

人の声

音声出力

音声出力

印字出力

(FS信号)

音声出力ー

センタ発呼

預金口座への振込入

金,取立入金,自動

引落としをセンタか

ら通知する｡

取引照会

端末発呼

預金口座への振込入

金,取立入金.自動

引請としを端末から

問い合わせる｡

取引再照会

一度通知文は照会済

みの振込入金,取立

入金,自動引落とL

て再度端末から問い

合わせる｡

預金残高照会

預金口座に対する当

臥前乱前月末残

高を端末から問い合

わせる｡

l

;主:*音声認識サービスは,現在機能追加を検討中である｡

端末 ARE

③ 端末呼出し

④音声

⑤××××♯
(暗証番号入力)

⑥ 音声佃引通則

⑦･∴/♯(確認)

年‾亭

(吟･､‾‾♯(確認)

図2 情妻板の流れ

②取引通知指令

⑧通知完了

(継続あり)

㈹取引通知指令

(唾

仔)

ARC
ホ ス ト

コンピュータ

通知データ

⑨通知完了

⑲通知データ

⑮通知完了

⑯完了確認

取引通知サービス時の情報の)売れ(①～(唾)を示す｡

純粋合成された音声である｡また,銀行サービスのサービス

業務及び音声出力メッセージは,上述したように銀行名を除

けばほぼ同様であるため,制御が共通化でき1台の音声応答

装置で多数銀行へのサービスが可能となる｡

図4にJS6110音声応答装置のもう一つの特徴であるデータ

テレホンへの印字例を示す｡本例はデータテレホンⅠⅠ形での

40字プリンタの出力例で,図示のように記釜副二残る応答出力

が可能となった｡

更に,回転ダイヤル式電話機からの音声入力を可能とする

音声認識装置を付加できる構成としている｡

10

プッシュホン入力 応 答 出 力 書 声

XXズ×芋

辛

.II
十1▲

こちらはくつし:銀行テレホン

サービスセンタです｡毎度あり

がとうございます｡ただ今から

∴､ノ様に振込入金の連絡を致し

ます｡

暗証番号をどうぞ｡

振込入金は6件です｡

×××番､∴‾_∴‾･様から×××円

×××薔二′･･ニイ‾二･様から××X円

×××番･′‾｢∴･∵ニ様から×××円

×XX番∴･∴1二様から×××円

×××番ニー■′∴･∴!様から×××円

確認コードをどうぞ｡

XXX蕃二′二/こ･:‾二ヾ様から×××円

以上××件の合計は×××円

確認コードをどうぞ｡

ありがとうございました｡

注:二重線の部分が任意語彙生成装置からの音声を示す｡

図3 音声出力メッセージ 取引通知サービス時のプッシュホン入力と

応答出力音声例を示す｡
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図4 データテレホン印字 データテレホン40字への印字例を示す｡

l凶 +S6110音声応答装置の構成

音声応答装置の構成と特長について以下に述べる｡

3.1装置の構成と概+要

図5に装置の外観を,区16,表2にその構成と基本仕様を

示す｡処理装置は維?角一性の良い電子交換用小規校叶J央処理装

置を便用し,音声応答装置全体の制御を行なう｡

音声応答装置の起呼方法は次の2種類がある｡

(1)センタ発呼……通知業務関係

(2)端末発呼……‥照会業務関係

顧客から斉声応答装置への情報入力手段は二大の2種類の方

法がある｡

(1)多周波信号‥･=･押しボタンダイヤル電話機(プッシュホン),

データテレホンによる多周波信号

(2)音声入か‥……回転ダイヤル電話機使用時の人の声

音声応答装置から顧客への情報出力方法は次の3種類がある｡

(1)固定音声‥…･…編集合成方式のうち,最も音声品質の良

いパーコール方式を使用

(2)固有名詞‥…･…パーコールーVCV(母音一子音一母音)方

式による純粋合成方式を使用

(3)ハードコピ【‥･･‥データテレホンのプリンタへ印字



図5 +S6110音声応答装置の外観 +S6110音声応答装置の基本構成

での外観を示す｡

ニ欠に,本JS6110詐声応答装置の特徴である純粋合成方式を

用いた任意語彙生成装置,及びハMドコピーが可能なデ【タ

テレホン接続装置の手枕安について説明する｡

3.2 任意語彙生成装置

無限の音声を発生させるには,､､ァ′′､､ィ′′､､ゥ”､､ェ′′､､ォ”など

の単音節を組みでナわせる単‾打節方式があるが,この方式では

発生単語に抑揚がない｡本洋声応答装置では日本電信電話公

社が発明し,日立製作所と共同開発したパーコールーVCV方

式を使用している｡パーコールーVCV方式は,音声単位を丹

青中央部で【束分された(母音一了一昔一母洋)又は(母音一母音)

形とし,母音から子吉,子吉から母音に至る過i度部分と非定

常的色彩の強い子音部を,実音声の分析データを補い,定常

的な母音部で音声単位を接続することにより品質の良い合成

音を得ることができる｡

3.3 データテレホン接続装置

日本電信電話公社は,ごく簡単な端末を使ってデ【タの送

受を行なう,いわゆる大衆化指向のデータ通信サービスの需

要にこたえるため,昭和55年度からデータテレホンⅠ形及び

ⅠⅠ形の発売を開始した｡このうち,デ”タテレホンⅠⅠ形は出

力機能としてプリンタを付加でき,顧客からの入力はプ､ノン

ュホンと同じ多周波信号であるため,音声応答システムの端

末として極めて有効である｡データテレホン接続装置は,こ

｢
‾
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表2 基本仕様 +S引川吾声応答装置は,純粋合成方式とパーコール形

編集合成方式を組み合わせた複合形音声応答装置であり,最大128回線のサービ

スができる∩

項 目 基 本 仕 様

音声応答方式 複合形音声応答方式

編集合成方式

パーコール方式

フレーム周期10ms

フィルタ段数10段

フレーム当たりの情報量96ビット

音声素片単語,文節

書声記憶媒体ICメモリ

収容語数2′048語/0.6s

純粋合成方式
任意語彙生成装置

最大32回線

同時処理回線数 最大128回線

ARCとの接講読

HDJC手J瞑

2′4(〕0又は4′800bps

最大4回線

データテレホン制御数 最大 32回線

吾声入力制御数 最大 64回線

注:略言吾説明 HDLC(H唱hlevelDataJink Controり

のデータテレホンⅠⅠ形を支子安するために開発したものである｡

この装置を音声応答装置に付加することにより,コンビュ【

タの処二曙結果を一存声だけでなく,デⅦタテレホンのプリンタ

に印ごテニ出力できるグ)で,記録の残る応答出力というニ【ズを

容易に満たすことが可能となる｡

田 システムプログラム

芹声応答装置のシステムプログラムの概要と特長について

以下に述べる｡

4.1 システムプログラムの構成と概要

図7,表3にプログラムの構成と概要を示す〔,処理装荷は

経済件の良い処理業帯を用い,使用メモリー量は128k語である｡

プログラムはフレキシブルディ スクをレジデンスとして､1

テ一夕テレホン

接 続 装 置

任 意 語 彙
生 成 装 置

音声編集装置

多周波受信装置

+
モデム

トランク装置

ト+音声認識装置 トー+
二二+ L________+

自 動 呼 出 し

制 御 装 置
自動呼出し装置

_+

交換器

プッシュホン

回転ダイヤル電話機

よよ=

データテレホン

匡16 音声応答装置の構成 端末からの入力は処壬里装置に取り込まれ,処玉里装置はホストコンピュータヘ情報を送出する｡ホストコンピュータからの返答

は,苦声あるいはデータテレホン印字情報となって端末へ送出される｡
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注:略語説明 VCV(母音一子喜一母音)

図7 ARE内プログラム構成と情報の流れ 端末からの入力は主業務に伝わり,主業務はARCへ情報要求電文を送出し,ARCからの返答によって出力情

報を決定する｡出力情報は,音声あるいはデータテレホン印字電文となって端末へ送出される｡

表3 AREプログラム一覧 AREソフトウェアは,機能分担Lた川タス

クとスーパバイザから成るし

プログラム名 機 能 概 要

ス ー パ バ イ ザ
タスクスケジュール,タイマ制御及び各種スーパバイ

サマクロの1是供._.

通 信 制 御 対ARC電文の送受信を制御する.′

電 文 処 玉里
対ARC電文送受要求の一二信管王里,他プログラムへの集

配を行なう二

電 文 編 集 ARCへの送信電文を組み立てるし

主 業 務
端末入力とARCからの受信情報により,端末へ出力す

ペき情報を決定する._.

音 声 編 集
主業務指示の出力情報を,ハードウェアへ出力する書

声出力データヘ編集するし

発 信 処 ‡里
複数のACE(自動呼出し装置)を管理L,端末の通知呼

出Lを行なう′ノ

発 信 制 御
発信処王里の指示により,電話番号をACEへ送出L,加

入着電話を呼び出す｡

トランク･PB信号 端末からの照会要求の着信を検出,PB信号による端末

入 力 制 御 入力の取り込み._.

音 声 認 識 制 御
音声認識装置を制御L,人語による端末入力を取り込

む｡

データテレホン制御 端末へのデータテレホン印字データを送出する｡

音 声 出 力
パーコール装置,VCV装置を制御L,端末ヘ音声を送

出する｡

運 用 管 玉里
サービスの開始,終了など,システムの運用状ン兄を管

理するっ

シ ス テ ム 監 視
端末,AREハードウェア,通信回線の状態監視を行な

つ｡

コ マ ン ド 処 理
コンソールタイプライタからの運用コマンドを実行す
る｡
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タッチIPL(InitialProgram Load)及びコマンド投入により

起動される｡端末及び音声応答制御装置との会話処理は,主

業務プログラムが分担し,他のプログラムは,ハ】ドゥェア

の入出力制御,データの編集作成などを行ない,システム動

作を機能分担している｡

4.2 プログラムの特長

(1)音声応答装置は銀行ごとに代表電話番号をもつ｡音声応

答装置は銀行名と電話回線の対応表をもち,複数銀行同時サ

ービスを可能としている｡本対応表は,運用開始電文により

音声応答制御装置から送信される｡

(2)出力音声の編集は,音声応答制御装置からの電文内の,

銀行コード,通知件数,金額,月日及び口座番号をパーコー

ル音声データへ変換し,VCVコード(1文字/1バイト)で表

現された人名,銀行名などをVCV音声データへ変換する｡

(3)プログラムは機能ごとにタスク構成をもち,効率の良い

処理を行なっている｡また,PB(プッシュボタン)入力,音声

送出などのリアルタイム性を要求される処理は,電子交換な

どで用いられる群処理を用いて即時性を確保している｡

切 結 言

以卜,今何問発したJS6110去二声応芥装i‾2引二ついて,その梓先安

を述べた.⊃ 二の‾汗≠i応芥装ほ=ま,棋浜鈍行データ適イi一子システム

ノ女び東ブ;(-j】こ1■■小汚声叩i全通知システムとLて順調に稼動している｡

今後は,PARCOR合成LSI及び64kビットランダムアクセ

スメモリを他聞し,低価格化,信相性の向上に努める｡

終わりに,JS6110斉声ん㌫答装置の開発に対し御指導,御鞭

七宝をいただいた関係各位に対し,J享く御礼申しあげる(,
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